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▲深見西横穴群第 2号墳の正面

埋蔵文化財包蔵地
深見西横穴群

　深見西横穴群は、宮内の深見ケ谷の奥にあり、標
高50㍍程の丘陵の南斜面に２基の横穴が立地して
います。
　前回紹介した薩

さっ
田
た
ケ谷横穴群と共に、昭和39年

に御前崎市域で初めての発掘調査が行われました。
　第１号墳の平面形はやや崩れた胴張方形で、断面
形はドーム状をしており、第２号墳は平面形がフ
ラスコ形で断面はドーム状となっています。また、
第１号墳には閉塞石や敷石に使われていたとみら
れる河原石が数多く散乱しています。
　第１号墳からは奈良時代 (８世紀 ) 前半の須

す
恵
え
器
き

が３点と耳
じ
環
かん
が１点、第２号墳からは古墳時代後期

(７世紀中頃 ) の須恵器３点と平安時代 (11世紀頃 )
の灰
かい
釉
ゆう
陶器の底部が１点出土しています。これらの

出土遺物の年代から、横穴の造営が古墳時代に始ま
り奈良時代前半に終わっていると推測されますが、
その後、平安時代にも何らかの理由で人がこの横穴
に入っていることが分かります。

▲深見西横穴群の現状
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